いんごう もの ていしゅ 

因業 者で 通って いた 主 翁 は、 それ を 突き出し たので 徳 

蔵 は 牢屋に 入れられ、 其のう ちに 病死した が、 其の 徳 

ひ おんな 

蔵が 曳 かれて 住く 時 着て いた 衣服 は、 店の 妓が やつ 

た 浅黄 木綿 三 つ 柏の 単衣で あ つ た。 

ごどうけんえん ぎょく 

(悟道軒 円 玉 氏談) 
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